
1.はじめに一地域史料の保存・活用と調査会

活動の投割

近年の全国各地における歴史資料に関する調

査会活動の隆盛には、目を見張るものがある。

その先駆けをなした房総・甲州の史料調査会を

はじめとして、天草・伊予など各地でそれぞれ

独自のスタイルで活発な活動を展開している。

また、阪神・淡路大震災後の史料ネットの運動

は、新たなプロジェクトの始動で、次の段階を

迎えている。

つまり、これらの調査会活動の方法論的な特

質を整理してみると、

① 近年の史料管理学の進展に伴って普及し

た「現状記録法」の実践・適用

②被災史料の救済・保全活動から生まれた

地域の市民参加型歴史学運動

という 2つの方向性を見出すことができる。

これらの活動は、ともに地域への視座を持っ

て取り組んできたものであるといえる。しかし、

その主体は外部の歴史研究者であり、史料の研

究や利用のための調査に重きを置いたものであ

ったため、史料の保存や本当の意味での地域へ

の還元を考える際に、いかにして地域住民や所

蔵者とともに史料の保存 ・活用を実践していく

かという点で、課題を残している。

ところで、新潟県内では平成4 (1992)年の

県立文書館の開館以後、史料所在調査や出張く

ん蒸など、史料を現地で保存するための様々な

事業が展開されてきた。しかし、その聞に県立

文書館ゆえの限界や課題が見えてきている。
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例えば、県立文書館の史料所在調査の場合、

県内112の全市町村をすべて回る予定にしてい

るため、 一度調査対象になった史料群は、次に

いっ再び調査できるかわからない。また、ある

特定の史料群に何年も掛り切りになることも、

行政の平等性から許されないという事情があ

り、調査後の史料の動向については、些か不安

な面もある。

こうした行政の隙間とも言うべき課題に対し

て、新潟県内では、文書館・自治体史編纂だけ

では対応できない史料保存の在り方を模索し始

めた。それは、各々の史料群と少しでも長く向

き合うために、現地で史料が生き続けていくた

めに、よりきめ細かい対応ができるように、行

政の組織を離れて、個人・民間のレベルでの保

存活動ができないだろうか。そして、こうした

民間ベースの活動の輪が広がっていくことによ

って、本当の意味での「現地主義」に基づく保

存活動の実践が可能になるのではないかという

考え方が現われ、さらにこれを実践に移したい

という動きに結びついていったのである。

つまり、文書館の活動では手の届かない部分

に対して、調査会という形態をとって、地域に

入り込んで密着しながら、積梅的・主体的に活

動を展開していく試み。さらに全国レベルの上

記の 2つの調査会活動の方法論を軸に、新潟で

展開されてきた「現地保存主義jを一歩進めて

「現地主義jという姿勢を具現化しようとした

のが、「越佐歴史資料調査会」の活動である。
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2.越佐歴史資料調査会の活動

(1) 調査会の設立と基本理念

このような背景を前提として、 1997(平成 9)

年 6月、「越佐歴史資料調査会」を結成した。

以下は当会設立の趣意書の抜粋である。

① 戦後、 とりわけ高度成長以降、都市化 ・

過疎化等で地域社会が急速に変貌を遂げま

した。それと平行して、 地域に残された歴

史資料の散逸 ・流失 ・滅失も進行してきた

ことは、これまでにも度々指摘されてきた

ところです。

私たち越後 ・佐渡の歴史や文化に関心を

持ち、学び研究しようとする者に とって、

先人の残したかけがえのない歴史資料を守

り後世に伝えることは、緊急を要する責務

であると思われます。

② 新潟県内を対象とした歴史研究や学習

は、これまで活発に実践されてきま した。

しかし、近年やや個別分散的な傾向が生

まれ、それぞれ個々の研究状況も次第に停

滞化しつつある傾向も見受けられます。そ

こで、共同で史料調査を行うことを通して、

幅広い参加者の自由で対等な交流、及び学

習 ・研究の場が生まれ、同時に史料保存の

ネットワークが広がることを願っています。

③ 地域の人々と歴史学の関わりは、これま

で必ずしも十分で、なかったように思われま

す。そこで、市民参加の活動をめざし、よ

り多くの人に歴史資料の保存 ・活用の重要

性や、地域史への理解が深まるように、具

体的な実践に取り組みたいと考えます。

④ 近年の文書館論や史料整理方法の進展に

学び、なお史料の現地主義 (現地保存 ・現

地整理 ・現地利用)の原則もふま えて、 現

状を尊重した整理やフィールドワークの在

り方を追及していきたいと思っています。

設立の趣旨を要約すると以下の 4点に集

約される。

l 地域の文化遺産である歴史資料の保存。

2 史料保存ネットワークの拡充。

3 地域住民参加の調査活動。

4 近年の史料整理法と現地主義(現地保
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存・現地整理・現地利用)の原則

この中で特筆すべき当会の特徴は、 3と4に

あるといえる。すなわち、従来必ずしも十分で

なかった地域の人々と歴史学の関わりを、とも

に史料整理に携わるという調査会活動を通じて

活性化しよ うという試みである。そして当会の

基本的なスタンスは、史料というものは、それ

が存在した地域や所蔵者の許に存在してはじめ

て、歴史資料としての意味を発揮するという考

えに立っている。史料整理は、所蔵者のため、

地域のため、史料群を長く保存していく ことを

目的と して行っている。それゆえ、調査会活動

における史料の整理・保存・活用は、すべて現

地で行うことにしている。ここには新潟方式と

もいうべき「現地主義」 の考え方が貫かれてい

るのである。

次に、調査会の構成と活動方針を紹介しよう 。

会員制はと らずに、その都度調査参加者を募っ

ている。運営は手弁当、自主 ・自立を基本とし

ている。会の運営は世話人(現在は高校教員 2、

自治体史編さん2、大学1、博物館学芸員 3の

計 8名で構成)を置き、活動の運営や会報の刊

行等を分担している。調査先は県内市町村単位

で選び、 l 市町村 2 ~ 3 年以内を原則と し、 上

越 ・中越 ・下越 ・佐渡をバランスよく回ること

を原則としている。

(2) 地域住民とともに歩む調査会活動

それでは、調査会の活動と調査方法を紹介 し

ていくことにする(大会ではスライドを用いて

紹介した)。調査会の l年の活動サイクルは、

(原則的に)調査先の決定から事前調査 ・現状

記録を 6・7月迄に行い、本調査を 1回2泊3

日、夏・冬、 年 2 ~ 3 回程度の割合で開催する。

現在は、 8月 (2泊3日)、 11・2月 (1泊 2

日)の3回となっている。そ して目録を作成し、

翌春5月に1年間の調査の成果を調査報告会と

いう形で地元に還元している。

調査方法は、史料管理学、現状記録法に基づ

いた史料整理である。ただし、 l年 l史料群程

度が限界であるため、整理のレベルは史料群の

性格に応じて変えている。実際の手順は、①収
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納箪笥のスケッチと採寸→②箪笥の引き出し毎

に撮影とスケッチ、個々の資料の取り出し、ナ

ンバリングと封筒詰め→③封筒詰めした史料毎

に解読・目録取りという形で行った。整理方法

は各地の調査会とあまり変わらないはずである。

史料調査の対象は古文書のみではなく、許さ

れる限り総合的に調査する。史料整理は文書か

ら文字情報だけを引き出すためだけに整理する

のではなく、歴史的な史料すべてから最大の情

報を引き出すことが目的である。そのため、史

料調査の対象は古文書のみではなく、聞き取り

をはじめ、文書箪笥から民具のモノ資料まで、

許される限り総合的に調査することを心掛けて

いる。この方針は、近年の史料管理学の方法論

を一歩進めた在り方としては、博物館関係者が

多い当会の特徴であるともいえる。

史料整理は研究者のために行われるのではな

く、所蔵者のため、地域のため、史料群を長く

保存していくことを目的に行われるものであ

る。とりわけ調査会で一番重要視しているのは、

史料群を保存・管理する所蔵者である。このた

め調査会では、所蔵者と十分な打ち合わせを心

がけ、史料群の保存と管理の便を最優先に考え

ている。

現在当会は、新潟県東頚城郡安塚町をフィー

ルドとして、 3年目の活動を行っている。 1997

年は山口家文書、 1998年は山岸家文書と小日向

家文書、そして本年は山岸家から新たに発見さ

れた扉風下張り文書の解体・整理を行ってお

り、継続中である。

参加者は県内在住の歴史研究者が中心ではあ

るが、「興味はあるけれども、史料を読んだり

扱うのは初心者で…」というような、地元安塚

町の古文書学習会の皆さんや、近接する上越地

方の文化財行政担当者・教員や郷土史に関心の

ある方なども含まれている。当初は人の集まり

など心配な点もあったが、地元の方を中心に参

加いただき、こうした点でも当会の設立趣旨に

沿った活動は可能になった。

調査では、③の作業を中心に地元の方々とと

もに和気藷々と資料を整理・解読したが、休憩

時間にはお茶を飲みながら地元ならではの歴史
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的な背景の話を伺うこともでき、大変有意義で

あった。そこで当会では、さらなる積極的な地

元参加者との交流を目指して、夏の調査の際に

「焼き肉と地酒の夕べjという試みを行い、好

評を得て継続している。

また調査報告会は、当会の活動を知ってもら

うことと、史料保存や新たな史料の発見への啓

発を期待して開催している。調査史料の整理過

程や、調査によってわかった近世・近代の家や

地域の歴史の一部をわかりやすく報告したり、

実際の史料を前にして整理史料を展示・解説す

る。そして調査に参加して下さった地元の方か

らも、古文書との出会いと魅力や地元における

史料保存の問題点ということでお話をいただい

ており、大変嬉しく思っている。

3. I現地主義Jと史料保存のネットワーク

(1) 地域で史料を保存・活用するための試み

このような「現地主義jの考え方に基づいた

調査会活動を行っていくためには、既存の史料

保存ネットワークとの協力関係が必要で、あり、

調査会の活動を通した信頼関係の構築が課題と

なる。そのため、当会では以下のような取り組

みを行っている。

第一に当会が活動を行うにあたって注意を払

ったのは、新潟県内の史料保存活動の中心であ

る県立文書館との関係である。県立文書館には、

いろいろな面で協力をいただいている。まず、

文書箱などの備品援助である。そして、調査地

の選定にあたっては、県立文書館の史料所在調

査の成果を利用させていただいている。これは、

一度所在調査で入った自治体や所蔵者の概要を

掴むことができることと、文書館の所在調査の

計画とのパッティングを避けることや、現在自

治体史を編纂している自治体へは入らないよう

するための配慮である。そして文書館に対して

当会では、史料調査終了後には作成した目録を

供与し、文書館で活用して貰えるようにしてい

る。このように当会と文書館とは、互いに自立

した関係を保ちながらも、史料保存のための情

報を共有しながら協力関係を推進している。

そして、調査会活動を展開する際にお世話に
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なる地元市町村(安塚町教育委員会)との関係

である。現在安塚町教育委員会からは、調査の

際の作業場所・調査報告会の会場の確保、中性

紙封筒の用意や緊急の備品の調達、宿泊場所の

案内、調査の広報などの援助や協力をいただい

ている。史料調査の場合、往々にしてこれをき

っかけとして自治体史編纂を担う話がよくある

が、調査会としては、調査中には自治体史を請

け負わないという原則を敷いている。ただし、

調査中に地元市町村で抱えている問題、持ち込

まれた史料保存に関する相談などは、依頼に応

じてできる限りの手助けや処置を行っている。

そして何よりも当会が重要視しているのが、

史料群を保存・管理する所蔵者との関係であ

る。調査会では、 事前調査から所蔵者と十分な

打ち合わせをし、史料の保管の便を考えた整理

方法に取り組んでいる。例えば、「史料保存日

誌」に史料の状態を継続して記入していくとと

もに、史料内容やそこからわかる家や地域の歴

史、さ らに史料保存の重要性をできるだけわか

りやすく伝えるこ とによ って所蔵者に史料への

関心を呼び起こし、地域で史料を所蔵していく

ことのすばらしさをともに共有していくように

している。今後は、フィールド移転後も史料の

保存や閲覧等の活用に関する相談を、定期的な

所蔵者訪問などの機会を設けて、積極的に取り

組んでいきたいと考えている。

(2) 越佐歴史資料調査会の活動がもたらしたもの

それでは、越佐歴史資料調査会の活動は、地域

にとってどのよ うな影響や意味をもたら し始めた

か、 安塚町での3年間の活動に対する反応を中心

に紹介していきたい。

まず、調査会参加者の動向である。参加者数は

全体として微増傾向にあるが、 地元参加者が周辺

市町村に広がってきている。参加者の反応は 「楽

しい、和気藷々と した雰囲気の中で史料を読むこ

とができる」ことが一番よいよ うで、それが調査

会への継続的な参加と増加にも繋がっている。と

いうのは、 調査会の史料調査は、地元の参加者と

世話人を始めとする歴史の専門家が一緒に膝を交

えて整理を行っているので、地元の参加者にとっ
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ては、より近しく深い歴史の知識を得ることがで

き、わからないことにすぐ答えてもらうことがで

きる体制が整っていることが最大のメリ ットのよ

うである。以外に気付かなかったことであるが、

このようなところに調査会活動の意義があること

もわかった。

こうした地元の人々は、古文書をもっと読め

るようになりたい、もっと地元の歴史を知りた

いという積極的な意図をも って調査会に参加し

てくるが、それが新たな活動を生み出しつつあ

る。それが地元安塚町の古文書研究会の活動の

活性化である。1998年度の調査報告会では、整

理史料の中から、 新潟県内では近世後期の全国

的な事件であった頚城質地騒動に関連するもの

が発見され、その報告があった。上越 (頚城郡)

地方の人々にと って、この頚城質地騒動は、誰

でも知っている身近なテーマであったため、そ

の事件に関わる事象が安塚町にもあったという

ことが大変な興味を呼ぴ、古文書研究会で自発

的にその史料を読んで調査を始めたというので

ある。当会の調査報告会が、地元の参加者の自

発的な学習に繋がったということはたいへん喜

lましいことで、ある。

次に、地元安塚町の文化財行政への影響であ

る。調査会の活動は教育委員会を通じて、町の

広報などを通じて周知されるようになってきた。

例えば、調査報告会の開催は広報で伝えられて

いる。調査報告会には、史料整理には参加して

いないが、古文書や地元の歴史に関心のある

人々が多数発表を聴きに来ているという状況が

ある。実際のところ、調査報告会における地元

安塚町在住の参加者は20名以上を数え、報告会

参加者全体の 2/3余りを占めていたのである。

この結果、町の教育委員会には以下のような

町民からのアプローチや反応が寄せられてい

る。それは、 自分の家にも古文書がある ことが

わかり 、その史料に何が書いてあるのか知りた

いので史料を読んで、欲しい、内容を教えて欲し

いというようなこと。あるいは、自分の家から

史料が出て きたが、(調査報告会を聴いて大切

なものであることがわかったので)捨てるわけ

にはいかない、ついては町の教育委員会で預か

31 



って欲しいというようなことである。町民の中

に史料に対する関心が芽生えてきているようす

が伺えよう 。

また、調査会の活動が町議会で取り上げられ

ている。ある議員が「町内にある貴重な古文書

の散逸消滅が心配である。これらを保存し後世

に引き継ぐことは我々の責任である。また、古

文書から過去の歴史を学び、政策に生かすこと

も必要と思う 。まず各家庭や集落にある古文書

の保存が急務、町で収蔵施設を設けよ」という

質問をしたところ、町当局は「裁併暦史資料調

杏会の活動と調杏報舎会の成果により、肯支書

に対する認識を深めることができ、保存は必要

であると考えている(傍線筆者)。新しい政策

に古文書を活用するためには、史料を読むこと、

解説できる人材を育成することが必要であるJ

という回答があった。

議会答弁を見てわかることは、調査会活動が

行政の目に見える形となって現れたことによ

り、我々の活動が次第に理解され、その結果、

歴史資料が大切なものと認識されたことであ

る。このように、調査会の活動が町との連携の

中で、史料整理の趣旨や史料を現地で保存する

ことの大切さが理解され、周知されたことは大

きな成果といえるであろう 。

そして、所蔵者の反応である。所蔵者は調査

中には必ず訪れて毎回史料整理の見学をされ、

調査報告会にも参加している。自家の調査が終

了した後も訪れて下さる所蔵者もいる。所蔵者

は自家の史料が整理され、その内容が明らかに

なるにつれて、所蔵していた史料に対しての関

心が確実に高まっていくようである。ある所蔵

者は「埋もれていた古文書を一点一点袋に入れ

て整理していただき、また調査のたびにいろい

ろと説明してもらって大変よくわかった。今後

とも大切に保管していきたいと思っているが火

災だけが心配である」というコメントを寄せて

いる。

また、現在継続調査中の山岸家扉風下張り文

書は、一旦調査が終了した後に、所蔵者から新

たな史料情報の提供があり、それによって発見

された史料である。そのため、当会はフイーjレ
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ド移転を l年余り延期することになり、下張り

史料の解体・整理という新たな分野への挑戦が

始まった。当会にとっては、活動の着実な足ど

りを確認できた嬉しい結果となったのである。

4.おわりにー「現地主義」と越佐歴史資料調

査会の課題

山本幸俊氏は今大会のテーマに寄せて、「現

地主義Jの実現のために「史料保存ネットワー

クjという語棄の一般性に流されることなく、

関係を取り結ぶ地域内の「核jとなる主体を洗

い出し、どのような人や団体・機闘がポイント

になる役割を果たし、地域住民と繋がることが

できるのか、その主体をどう育て、どう結ぶの

かを考えなくてはならないと問題提起された。

これに受けて越佐歴史資料調査会の活動を位

置付けるならば、当会は決して地域内の「核」

ではないが、地域における史料保存の主体とな

る「核」を育て、サポートする活動であるとい

える。そして当会には、史料を持ち続けている

所蔵者、そうした史料を地域全体で後世に伝え

ていこうとする地元自治体と地域住民、現地主

義に基づいた史料保存活動を最終的にパックア

ップする県立文書館を結び付ける役割があると

いえるのである。新潟においては、こうした連

携によって「現地主義jの実践が展開されてい

ることを確認しておきたい。

さて、「現地主義jと越佐歴史資料調査会の

活動にも課題は多い。まず、フィールド移転の

問題である。調査会がフィールドとする新潟県

域は大きく、原則として r1 フィールド 2~3

年jで県内各地域に移動するので、この期間で

完了できる程度の史料群の規模が限界になって

くる。つまり、たとえ良質で重要性の高い大き

な史料群と遭遇しでも、年間二~三回の調査と

参加人数の現状では、手が付けられない状態で

ある。一方、移転後の前フィールドとの関係も

気に懸かるところである。史料保存や活用に関

しての依頼には誠心誠意対応するが、調査会と

してどこまで積極的に関わっていけるかは未知

数である。

そして、最も気にかかる点は、整理した文書
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は所蔵者の許で今後もいかに大切に保存されて

いくかといういうことである。これは、湿気や

虫害からいかに整理した文書が守られるかとい

う保存技術的なことと同時に、文書群が何らか

の形で散逸したり市場に流れないようにという

保存意識の啓発の問題である。また所蔵者側に

は、史料が大切なものという意識が周知されて

も、今後自分の手で他に公開することへの不安

と、公開によって発生するトラブルについての

危慎があることがわかった。

これらの課題は我々だけではなく、全国各地
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の史料整理に携わるものすべてが直面する共通

の問題であると考える。すなわち、整理した史

料と調査の過程で築いた人の緋は、整理が終了

した後も、何らかのアフターケアが必要なので

はないかということである。いかにして、一度

築いた地域や所蔵者との関係をよりよく維持発

展できるかこそ、史料は地域の共有財産という

認識に立った保存 ・利用を育み、歴史遺産とし

て後世に伝えることが可能になる重要なポイン

トであろう。こうした論点を含めて、議論を深

めてもらえれば幸いである。
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